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結語

初めに

僅か３年間の休戦期間を隔てるだけの第１次、第２次２度のチニチェン戦争は、全く別
の世代によって戦われたのかも知れない。ルスラン・クルバノフは、この２つの世代につ
いて次のように説明する。「ソ連邦の時代に育った古い指導者はロシア人と歴史、共通の

文化、ソヴィエト的メンタリティーなど多くの共通するものをもっていた。彼らは民間人
を攻撃する時は何かしら罪の意識を感じることが出来た。彼らの内のあるものは、ロシア

人の特殊要員と協力することができた犯罪者であった。第１次チニチェン戦争では、彼ら

はロシア人やシャリーアで犯罪とされている行為を行なえば恥ずかしく感じた。このため

彼らはロシア人の宣伝に乗せられたのである｣、「今度の戦争はチェチェン人の新世代によっ

て戦われた。１０年間の戦争の間にチェチェンでは、学校で学びもせず、コムソモールにも

入っていなかった新しい世代が成長した。彼らはロシアとは何の関係も持っていないのだ。

1994年に８歳か10歳だった子供は今では20歳だ。彼らはロシア的なるもの全てを、言葉、

文化、象徴、法律を全く嫌っている。彼らはロシア人に血、死、恐怖の現物で仕返しした

いと思っている」(1)

チェチェン社会の世代的分析は、早くも第１次チェチニン戦争直後にも行われた。ロシ

ア人ジャーナリストのパルプーロフは、状況の変化を次のように観察している。「18歳か

ら20歳の若者は事実上普通の学校で勉強したことがない。結局1991年以来、我々は無秩序

と無法状態にあった。多くの十代の若者は特に農村では人生で戦争しか目にしなかった。

そこへ遣ってきたのが、布教団で彼らの目を開き、善と永遠に関する福音を説いた。子供

たちは彼らの手に落ちた。こういう訳で新しい聖戦士がそろった｡」(2)ここで、バルプー

ロフは、伝統的イスラームの信仰篤かったチェチェン社会に、ロシアで言う「ワッハープ

派｣、あるいは原理主義として知られる政治的イスラームの影響が強まる背景を述べ、戦

争が原因でチェチェン社会に原理主義が広まり、次に原理主義が新しい戦争の原因となる

状況を予見しているのである。このようにロシアに対する戦争の指導原理は、第１次チェ

チェン戦争の民族主義から、第２次チェチェン戦争の政治的イスラム主義へと転換するの
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であるが、それは、チェチェン社会の政治的指導層が共和国、地域、村落の各レベルにお

いて、民族主義者から政治的イスラーム主義者に転換していくことを示唆している。若者

のワッハープ主義化という印象は、社会的統合原理のイスラーム原理主義化によって証明

され、またそれはチェチェン社会指導者のキャリアの転換によって明白になるであろう。

ここでは一般的印象的にではなく、1992年から今日まで、チェチェン社会の指導者の経

歴がどのように変化したかを、ロシアからの独立を目指す戦闘集団の指導者に限定して述

べたい。分析対象とするのは、第１次、第２チェチェン戦争時の独立派野戦軍、およびそ

の他の戦闘集団指導者の経歴である。第１次チェチェン戦争中にはドゥダイェフ政府の各

戦闘集団に対する予算送達文書が、また第２次チェチェン戦争中にもパサエフ司令官の出

納記録が、ロシア軍によって接収されているので、将来そのような記録が公開されれば、

戦闘集団および司令官の氏名は明らかになるであろうが、ここではロシア側、チェチェン

独立派側、および内外ジャーナリストの報道記事から筆者が抽出した人々を考察の対象と

する。従って、分析に必要な母集団、即ち軍事的指導者の氏名が完全には明らかにされた

とは言えない。また、これらの人々の経歴も特に第２次チェチェン戦争以降に現れる人々

については不明なことが多い。チニチェン革命期（1991-2年)、ドゥダイェフ政権期

(1993-4年)、第１次チェチェン戦争期（1995-6年)、戦間期（1997-9)、第２次チェチェ

ン戦争期（1999年以降）にチェチェン社会の指導者がどのような人々であったのかは、将

来完全なデータに基づいて研究されるであろう。

第１節第１次チェチェン戦争期のチェチェン軍部隊編制

第１節第１項チェチェン共和国独立宣言当時の兵力

1991年まで当時のチェチェンーイングーシ・ソヴィエト社会主義共和国の領域に存在し

た武装集団は、北コーカサス軍管区所属のソ連軍諸部隊と内務省、ＫＧＢの武装部隊であっ

た。所謂チェチェン革命の結果連邦軍が移動すると、イングーシと分離して独立を宣言し

たチェチェン共和国に存在した公的な武装集団は、シャリ戦車連隊と内務省部隊であった

が、既に、独立宣言に先だった1991年にチニチェン全人民議会派は、少数の民兵（｢民族

(国家）防衛隊natsionarnajagvardija」を有していた｡(3)

ドゥダイェフ夫人アラは回想録で、1991年11月９日の大統領就任式典後、かって、チェチェ

ンーイングーシ・ソヴィエト社会主義共和国の徴兵部長（nachalonikmobilizatsionnogo

otdela)、ゲラニ・アフマドフGelaniAkhmadovが、ドゥダイェフに対して「現在、チェ

チェン共和国には、３万人の民兵がいます。各郡で、農村ソヴィエトには軍事本部が設置

され、司令官が選出され、各人のもとには任務が与えられ、電話切断の際のため、伝達連

絡が組織されています。一部は、各所に配備されています。予備兵力は１万人で、各人の

ための書類も用意されています」と報告したと述べる。(4)1991年11月26日、ドゥダイェフ

はソ連軍北コーカサス軍管区訓練センターのPSokolOv将軍に対して、民族防衛隊６万

２千人、民兵30万人がいると、誇示したが、(5)この時、ドゥダイェフは同月2７（あるいは

26）日、「共和国内の武器、軍隊の機器類の国有化令」を発布し、翌年７月８日までにチェ

チェン領内のソ連軍は大量の武器弾薬を残して移動した。(6)

このようにして、建軍された「チェチェン共和国国防軍VSChR」は、最高司令官

(glavnokomandujushshij）は大統領、参謀総長ヴィスハン・シャハポフViskhan
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Shakhabov(7)、副参謀長アスラン・マスハドフAslanMaskhadov（1992年帰国、１９９４

年１２月より参謀総長に昇格）であった(8)。なお、大統領親衛隊長には、最初ルスラン．

ラバザノフRuslanLabazanovが就任した。(9)

しかし、スィーリーは、参謀本部設置を、1993年３月のクーデタの2日後であるとする、

また発表した動員計画では、現有15,000人、３日以内に30,000人、１０日以内に600,000人で
あるとする(10)。

チェチェンでは1993年大統領直轄統治を臨むドゥダイェフと議会派が対立するに至った

が、反大統領派の勢力が伸張する中、３月大統領派のバサエフＳｈ・Basajevのアプハズ大

隊、チェチャイェフSalmanChechajevの内務省特殊任務警察隊、イサイェフSIsajev
のシャリShali戦車連隊等の部隊が放送局を占拠した。その後首都戒厳司令官に任命され

たのはハンカロフKhamzatKhankarovであった。一方、反ドゥダイェフ派は、イプラ

ギム・スレイマノフIbragimSuleimanovのヴェデノVedenoを中心にするグループ、

アルグンArgunの元大統領警護隊長ラバザノフの部隊、ナドテレチュヌイ

NadterechnyeのアフトルハノフUmarAkhturkhanovの集団があり（11)、また、元グ

ロズヌイ市長ガンテミールフBislanGantemirovはウルスーマルタン地方に割拠した。

第１節第２項第１次チェチェン戦争開戦時の兵力

先に延べたようにドゥダイェフ政権は動員令を発しており、またソ連軍武器を接収して

いた。ロシアの北コーカサス合同軍司令官トロショフGennadijTroshevは、「既に第１

次チェチェン戦争の初期に、ドゥダイェフは相当の兵力を持っていた。２個旅団、７独立

連隊、３独立大隊。兵員数は５－６千ほどで、緊急（５－７日間）補充すれば、１万５千

から２万人になった(12)。また、ロシア軍のグロズヌイ入城後の1995年３月１日段階では、

戦闘員約９千、内350は外人傭兵、編成は継続中であり、グデルメスGudermesとシャリ

の２方面防衛が中心で、シャリ方面防衛の指揮はアスラン・マスハドフがとった｣｡(13)。

開戦時、ロシア軍が把握していたその５，６千人のチェチニン軍は、４個の方面軍に分

割されていた。(14）

１）北西戦線。アルサノフVakhaArsanov（1996年段階）

２）南西部戦線。司令官ゲリスハノフSultanGeliskhanov、副官ザカイェフ

AkhmadZakajev

３）東（東南）戦線。司令官イスラピロフKhunkarpashalsrapirov

４）中央とヴェデノ（あるいは南部）戦線。司令官バサイェフShamirBasajev

-方、トロショフは、1995年８月チェチェン側は、総兵数５千、４地区に終結、東、南、

西、中央で(15)、西はDzhamevの700,南はゲラエフRuslanGelajevの1000、中央のゲ

リスハノフと東のシャミル・バサエフ合わせて2000、司令部はダルゴDargoであると述

べていて、断片的なチェチェン側資料を合わせた情報とはことなるが、アラ・ドゥダイェ

フは回想記の中で、南西戦線司令官として、ゲライェフの名を挙げている('5)ので、ゲリ

スハノフは、似た名前のゲライェフの誤解か、あるは人事異動があったとも考えられる。

バサイェフ、ゲライェフ、イスラピロフのようなアプハズ戦争従軍者、パサイニフ、ゲ

ライェフ、ゲリスハノフのように、チェチェン革命参加あるいは紛争でのドゥダイェフ支

持者が重要な任務に就いていることが明瞭である。



常備軍からなっていた方面軍司令官直属部隊以外に部隊は、郡や市町村単位で編成され

た。例えば、1996年のパムトBamut村防衛戦では、ガランチョジュGalanchozh村の連

隊（司令官ハチュカイニフKhKhachukaejv（KhizirKhachukakjevであろう)、パムト

村のハイハロフRKhaikharov(17)の大隊、アムリイェフＡ､Ａｍｒｉｅｖ（Assa）の特別編成

部隊、その他が参加。兵員全体（兵員1000,内傭兵200）の指揮をイングーシのアルシュ

ティArshti村の人アルバコフShirvaniAlbakovがとり、資金はシルヴァニの親戚の石

油業者アダムＡｄａｍ(18)が提供した。アダム・アルバコフはグロズヌイ石油製品製造販売

工場総支配人であった。('9）

第１節第３項野戦軍司令官経歴分析(20）

①アプドゥルハジイェフ、アスランベクAbdurkhadzhijevAslambeko1961年ゲルマ

ンチュクGermanchuk村の生まれ、1991年チェチェン革命参加、アプハジア戦争参加

（1992年)、シャリ郡戒厳司令官（1994年)、野戦軍司令官、1997年チェチェン・コント

ラクト・グループ総支配人に就任（Daniel0.3354）

②アルサノフ、ヴァハArsanovVakha･交通警察官、1991年ヂェチェン革命参加、チェ

チニン共和国議員（1991年)、北西戦線司令官（1996年)、副大統領（1997年）

（Daniel0,s､356）

③アルサヌカイェフ、アブArsanukajevAbuo1991年チェチェン革命参加、1995年ま

で大統領警護官、大統領府直属防諜特殊部隊長官(1995年（Daniel1,s､356）

④アトゲリイェフ、トゥルパルアリAtgerijevTurpal-Alio1969年グデルメス生まれ、

アブハズ戦争に参加（1992年)、チェチェン共和国内務省勤務（1992-4年)、野戦軍司令

官、東部で活動､、ぺルヴォマイスク戦に参加（1996年)、国防軍特殊部隊長、マスハド

フ大統領候補選挙事務所長（1997年)、1997年第一副首相（Daniel，,s､356）
⑤バサイェフ、シャミル。ソ連軍従軍経験あり。チェチェン革命参加（1991年)、アプ

ハズ戦争従軍（Daniel',s,358）

⑥パサイェフ、シルヴァニBasajevShirvanioシャミルの弟。野戦軍司令官、ヴェデノ

郡知事（Daniel0,s359)。

⑦パタイェフ、ハムザトBatajevKhamzato野戦軍司令官、バムト郡戒厳司令官

（Danieroso359)。

⑧ゲライェフ、ルスラン。コムソモルスコエ村生まれ、アプハズ戦争参加（1992-3年、

大統領連隊を指揮)、野戦軍司令官、南西方面軍司令官。副首相（1997年)、1998年国防
相（Daniel,s､362)。

⑨ゲリスハノフ、スルタンGeliskhanovSultano1965年生まれ、内務相(1993年)、国
家保安部議長（1993-5年)、国防軍特殊部隊長（1995年)、野戦軍司令官、東部で活躍

（Daniel',s､362)。

⑩ザカイェフ、アフマドZakajevAkhmadol959年生まれ。チェチニンーイングーシ共

和国俳優協会議長（1980年)、文化相（1993年)、野戦軍司令官、大統領顧問、1997年第

一副首相（Daniel,s867)。

⑪イサイェフ、ウスマンIsajevUsmano1957年クララ村Kulara生まれ、民族友好大

学卒、外交官（1984-8年)、チェチェンーイングーシ法務省勤務（1988-1991年)、法律改



定委員会議長（1991-3年)、ナショナル銀行頭取（1993年)、検事総長（1994年)、野戦

軍司令官（1995年解任、1996年何者かに誘拐、殺害される（Daniel0,s369)。

⑫イスラピロフ、フンケルパシヤIslapirovKhunkerpashaoアレロイAlleloi村生ま

れ、アプハジア戦争参加、野戦軍司令官、キズリャル作戦（1996年）に参加、1997年反
テロリズム・センター長（Daniel0,s869)。

⑬マダイェフ、イサMadajevlsaoチリーユルトChiriJurt村出身。野戦軍司令官。
国家保安部副長官（Daniel0,s､375）

⑭マスハドフ、アスランMaskhadovAslano1951年生まれ。ソ連陸軍大佐。チェチェ

ン共和国国防省副参謀長、参謀総長、1997年大統領（Daniel0,s､375)。

⑮マハイェフ、ドクMakhajevDokuoゲヒGekhi村出身。ソ連陸軍将校、野戦軍司
令官。西南方面軍副司令官（Daniel0,s､375)。

⑯マハシェフ、カズベクMakhashjevKazbekoチェチェン・イングーシ共和国内務省

労働矯正部勤務(1980年代)、1994年チェチェン共和国内務相、1997年副首相
（Daniel`,s､376）

⑰モヴサイェフ、アプースピヤンMovsajevAbu-Supijano1959年生まれ、内務省シャ

リ郡ＲＵＤＶ支部長、シャリ郡国家保安部職員、野戦軍司令官、プジョノフスク作戦参

加、国家保安部長官（1995-1997)、国防軍特殊部隊勤務後退役（Daniel0,s､377)。

⑱ラドゥイニフ、サルマンRadujevSalmano1967年生まれ、グデルメス郡知事（1992

年)、野戦軍司令官、1996年キズリャル作戦指揮官。ドゥダイェフ大統領軍は、私兵部

隊である（Daniel',s､381）。第６大隊長、ドゥダイェフ大統領死後、ヤンダルピエフ

の曵きを得て准将に昇進するが、1998年マスハドフ大統領によって階級剥奪される(21）

⑲ライソフ、モヴラディRaisovMovladio国家保安部特殊部隊長（Daniel0s881)。

⑳ハイホロイニフ、ルスランKhajkhorojevRuslano1963年パムト村生まれ、農民、

野戦軍司令官、西部で活動（Daniel,,s888）

⑪ハチニカイエフ、ヒズルKhachukajevKhiziro野戦軍司令官、西部で活動、1996年

サマシュキ防衛戦参加（Daniel,,s､389)。

lL

大部分の武装集団の指揮者は、実質はともかく形式的には、大統領および参謀総長の隷

下にある正規軍であって、グロズヌイ防衛戦、プジョノフスク作戦、キズリャル作戦、パ

ムート防衛、グデルメス攻略、グロズヌイ攻略等に従事したのである。しかし、戦時編成

下の正規軍の形式をとっているとしても、実際は同一テイプ（氏族）の成員を中心に編成

した組織であることは、言を待たない。これらの野戦軍は、前身の種々の武装した国家機

関の時期から、実際は同一テイプ内からリクルートされたといわれている。「チェチェン

人野戦軍司令官の行動は、彼らが属するテイプの態度により、進められ規制されている」

とチャールズ・ブランディは述べる(22)。テイプが異なれば戦闘集団内部で完全な忠誠、

信頼は得られないと考えられたからである(23)。

外国人部隊の存在は、目立つものではなく、著名な指揮者はイブンーハッタープの存在

だけであった。

また、イスラーム原理主義との関わりもドゥダイェフ政権自体とそう異なるものでなく、

若いゲライェフが原理主義に系統している以外は、バサイェフやラドゥイェフが、黒地に

Ｉ



白抜きでコーランの章句を染めたリボンを用いることがあるとはいえ、顎鑛や帽子から判

断する限り、ワッハーブ主義に傾倒した服装とはいえない。同じ時期の隣国ダゲスタン共

和国チョバンマヒChobanMakhi村の原理主義者ジャイルッラーDzhairulla氏の服装と

は明らかに違っている。

第２節戦争間期のチェチェン軍事部隊編成

ドゥダイニフ大統領は1996年４月にロシア軍のミサイル攻撃により爆死し、ヤングルビ

イェフ副大統領が替わって大統領に就任した。同年８月のハサブユルト協定でロシア政府

とチェチェン独立派との間に休戦が成立。翌1997年１月大統領選挙が行なわれ、マスハド

フAslanMaskhadovが勝利した。以後第２次チェチェン戦争が始まる1999年８月まで、

チェチェン共和国は半独立状態にあった。この時期のチェチェン軍兵力は、５０大隊規模の

２万人で、３万人以上に増員可能であった。(24)組織の概略は以下である。

Ｉ大統領防衛隊（prezidentskajagvardija）指揮官イリヤス・ダル

Talkhanov後に、アブドウラフマノフAAbdurahmanov(22)、２千人。

突撃大隊desantno-shturmovyjbatali,oｎ（３個中隊rotより編成）

自動車化歩兵大隊（３個自動車化歩兵中隊および、大統領護衛中隊）
儀杖兵中隊

騎兵中隊

タルハノフ 11,jaｓ

Ⅱチェチェンーイチュケリア共和国国防軍（VSChRI)、２万人

アプハズ突撃大隊（シャミル・バサイェフ）

ムスリム大隊（アルビ・バライェフ）

ガランチョジュ特殊任務連隊（司令官ルスラン・ゲライェフ）

シャリ戦車連隊（司令官サイプッディン・イサイェフ）

３個戦車大隊（divizion）

１個自走砲大隊（divizion）

ＲＳＺＯ連隊

３個大隊（divizion）

高射砲連隊

３個ＺＲＫ（高射ミサイル）大隊（divizion）

対戦車連隊

３個ＰＴＵＲ（対戦車誘導ロケット）大隊

砲兵大隊

第１および第２自動車化歩兵連隊

３個大隊batalIon

砲兵大隊divizion

対戦車大隊

高射砲大隊

第３歩兵連隊
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３個歩兵大隊

砲兵大隊

対戦車大隊

高射砲大隊

山岳歩兵連隊（司令官イプラヒム・アルサヌカイェフIbragimArsanukajev)(26）
２個工兵大隊

２個連絡大隊

Ⅲその他の武装した機関

税関および国境警備隊

Ｌ
壹
凸
ロ
ー
‐
０

Ⅳ政府未承認の私兵部隊、ワッハープ派戦闘集団
Ul

上の表は、主要な官職がほとんど空白であり、氏名が知られるのはパサイェフ、ゲライェ

フなど数名に過ぎない。第１次チェチェン戦争の著名野戦軍司令官は、むしろ内閣に官職

を得ることになった。

以下に不十分ではあるが、第１次マスハドフ内閣（チェチェン・イチェケリア共和国憲

法は強力な大統領制で、日本の議院内閣制とは大きく離れているあるので、このように表

現しても誤解はないであろう）の閣僚名簿を示そう。(27）

大統領＊アスラン・マスハドフ

副大統領＊ヴァハ・アルサノフ

首相＊シャミル・パサイェフ

1F_

第一副首相

副首相

＊トゥルパアリ・アトゲレイェフ（経済）

＊カズベク・マハシェフ

＊アフマド・ザカイェフ

イリヤス・アフマドフ

＊カズベク・マハシェフ（兼務）

アプティ・パタロフ

アイダミル・アバライェフ

＊トゥルパアリ・アトギレイニフ（兼務）

ウマル・ハンピイェフ

アスランベク・アルサイェフ、

前任者アブドウルメリク・メジドフAbdual-MelikMezhidov

＊ルスラン・ゲライェフ

マゴメド・ハンピイェフが更迭（s2004.3）

＊アプースピヤン・モヴサイニフ

ロムアリ・バイスグロフRom-AliBaisugurov
マゴメド・ハンピイェフ

マゴメド・ハタイェフ

マゴメド・マゴメドフ

外務大臣

内務大臣

Ｆ

１
。
Ⅱ

経済大臣

保険大臣

国家シャリア安全大臣

Ｊ
１
Ⅲ

国防大臣

国家安全長官

軍事防諜長官

シャリーア防衛隊長

国境および税関郡司令官

特別誘拐対策連隊長

Ｂ,

［



反テロリスト・センター長官

大統領警護隊長

＊フンカルパシャ・イスラフィロフ

アプドウラフマノフAbdurahmanov,Ａ・（2002現在）

氏名の前に付した星印は、第１節の野戦軍司令官①－⑳に氏名が見られる者である。ま

た＊の付されなかった者にも経歴から見て軍務についていたもの、また野戦部隊に所属し

ていたとみなし得るものもあろう。即ち、マスハドフ政権の閣僚の殆どが、第１次チェチェ

ン戦争当時の野戦軍司令官であり、さらにその内の多数が、第２次チェチェン戦争時にも

野戦軍司令官として戦闘に従事する。これはドゥダイェフ政権の閣僚とは全く異なってい

る。以下に述べるドゥダイェフの主要閣僚の内、ただ－人軍事に関わったことが確認され

るのは、文化大臣ザカイニフのみである。内務大臣アルバコフSAlbakov、エルディイェ

フMEIdijev、外務大臣シャラフッデイン・ユースフSharafuddinJusf（ベノBeno)、

経済大臣アブーパカロフTajmazAbubakarov、法務大臣イマイェフUsmanImajev、
文化大臣ザカイェフAkhmadZakajev、農業大臣ピスルタノフRBisultanov、教育大臣

ヤンダロフAJandarov、モヴサイェフSMovsajev、ヤリハノフKhoja-AkhmadYari
khanov、国家安全部長官ハスィミコフSKhasimikov、情報出版大臣ウドゥゴフMovladi

Udugov(28)。

このように戦間のチェチェンでは第１次チェチェン戦争時の有力な野戦軍司令官が、内

閣、軍の高官に名前を連ねていることが明白であろう。さらにそのうち軍制表にあるバサ

イェフ、ゲライェフ部隊はもともと私兵である。しかも、彼らは平時においても指揮下部

隊を国軍の通常編成に戻すことなく、戦時編成に留めた。更に、政府の実入りのよいポス

ト、私兵を得た司令官たちは政府の正式な地方行政官とは無関係に、あるいは無視して、

地方を掌握することになった。その状況は以下の通りである。

戦間期の主要野戦軍司令官(29）

氏名掌握地域

サルマン・ラドゥイェフノジャイーユル卜郡、ウルスーマルタン

郡のサマシュキSamashki、ヤンドィル

ケJandujrke、ゲヒチューGekhi-chu･

連隊所属の大隊には通し番号が付され、サルマン・ラドゥイェフは第６大隊長であった

が、これは元来私兵部隊で、「ドゥダイェフ大統領軍」と自称していた。さらに、ドゥダ

イェフ大統領の婿（ドゥダイェフの兄弟あるいは従兄弟の娘の夫）であるラドゥイェフは、

ドゥダイェフが生存していると称して、マスハドフ大統領の権威を承認しない態度をとっ

た。

シャミル・バサイェフヴェデノ、シャリ、シャトイ、アチホ

イーマルタン各郡、ウルスーマルタン郡

の一部

ルスラン・ゲライェフグロズヌイ、アルグン

アルビ・バライェフウスルーマルタン郡

バライェフBarajevArbiが、公に名前が知られるようになるのはこの時期である。彼



の

は1973年のアルハンーカラ生まれで、ソヴィエト的価値観に触れる機会のなかった新しい

世代の人間である。1991年に民族防衛隊に入隊、ヤングルビイェフのボデーガードを勤め
る。第１次チェチェン戦争で何をしていたかは全く不明であるが、戦間期には誘拐と殺人

で名前が知られるようになる(30)。2002年モスクワ劇場占拠事件の首謀者モヴサル

Movsarは甥である。第１次戦争期の活動が不明である人物ではラムザンRamzan、リズ
ヴァンRizvanなどのアフマドフ兄弟、スリムSulim、ハリードKhalid、ジャブライル

DzhabrailなどのヤマダイェフJamadajev兄弟が重要である。彼らも私兵集団を維持し
て、戦間期には強盗、密輸、麻薬取引、誘拐等の犯罪を続ける一方で、アフマドフはウル

スーマルタンに、ヤマダイェフはグデルメスに地歩を築いた。マスハドフ政権自体が、出

身テイプ（部族）で固められていて国民的基盤を欠いていたので、このような軍閥割拠の
状況を打破することができなかった。やがて、イスラーム法に基づく神政一致国家体制を
求めるアルサノフ副大統領、バサイェフ（元）首相、ヤングルビイェフ前臨時大統領らは、

世俗派のマスハドフと快を分ち、1999年２月５日に評議会Madzhlis-Shuraを設立し、バ
サイェフを議長（amir）とし、対抗政府を樹立した。

バサイェフの評議会には、最高軍事評議会VyshshijVoennyjMadzhlis-Shuraがもう

けられた。数十人におよぶ野戦軍司令官の多くは、マスハドフ政権を去ってバサイェフ側

に加わったので、政府は軍事的に劣勢に陥った。1999年８月、第２次チェチェン戦争の原
因となるダゲスタン進攻を企てたのはこれらの人々であった。

庁●
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第３節第２次チェチェン戦争

第３節第１項第２次チェチェン戦争の兵力展開

ロシア側資料から見る限り、野戦軍司令官の割拠および1999年夏の兵力は、主要な集団

に限れば以下の如きである(３１)。マスハドフ派の小部隊は数え上げられていないと思われ

る。

①バサイェフと副官ドルグイェフDolgujev（1999年12月死亡)、ヴェデノ郡、シャリ郡

に2,500人。『ウトラ』紙はこの他にシャテリ郡、アチュホイーマルタン郡、ウルスーマル

タン郡の一部を加える。

②ハイロイニフRKhajrojev（1999年11月死亡）は、西部のパムト、アチホイーマルタ

ン、スンジェに部下500人。

③イェルホイェフErkhojev(32)。西部のバムトに５０人。

④バグライェフBagurajevo北部のイシュルスカヤ・コサック村Stlshshrskaja。彼は
ナウル郡長Ｔａｕｓであると思われる(33)。

⑤ゲライェフ。グロズヌイ近郊、ウルスーマルタン、シャトイ、コムソモルスコェ、ア

チホイーマルタンに兵員500人。配下に17人の司令官を擁していた(34)。

⑥ラドゥイェフ。グデルメス、ノヴィエゴルダリNovyeGordaliに兵員600人。『ウー

トラ』紙は、勢力地域にノジャイユルト、サマシキ、ヤンドゥイルカ、ウルスーマルタ

ン郡のゲヒチューを加える。

⑦ムルダシュフVakhidMurdashevとヤマダイェフ兄弟。グデルメスとノヴォグロズ

ネンスキー。

⑧ゲリスハノフ、ノジャイーユル卜に部下150人。
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⑨ハッタープ。セルジェントーユルト、シャリ、ヴェデノなどに550人。

⑩アラピ・バライェフ（1999年死亡)。ウルスーマルタンとプラツコエBratskoeに部下
200人

⑥アトゲリイェフTurpal-AliAtgeriev,北部のSholkovskoe、200人
⑩ハタチェフKhattachevoウルスーマルタン、300人

⑪アスルディノフMagomedAsludinov･東南部ヴェデノ地方のダゲスタン国境に近い
Kenkhi村、100人

⑪アバライエフAidamirAbalajev･東南部ヴェデノ地区のZandak、150人。

1999年ロシア軍の進攻が始まると、マスハドフはバサイェフと和解し、中央戦線指揮官
に任命したが、２年後の2001年、全国は、少なくともバサイェフ派に関する限り６戦線に
区分されていた(35)。

①西部戦線、司令官アフマドフRamzan、Rizvan、Ruslan，Akhmadov兄弟。ラマ
ザンは、パサイェフのアブハズ大隊に参加。帰国後郷里のウルスーマルタンで自分の私

兵集団を組織、同地域で他集団を圧倒。1997年から1999年までに20人ほどの人々を誘拐
したといわれる。兄弟のウヴァイスUvaisはシャリーア安全省のウルスーマルタン郡の
賀任者である(36)。ルスランは、アゼルバイジャンで身柄を拘束され、ロシアに引き渡
される。リズヴァンRizvanは、2000年６月戦死。ラムザンの部隊は、パサイェフ側で
は、「イスラム旅団」と呼ばれている。配下のリーダーにキリKiri、フセインKhusein、
ウマロフＤｏｋｕＵｍａｒｏｖなどがいた。

②南部戦線、司令官アプドウルハデイイエフAslambekAbdulkhadijevo2002年８月
戦死。

③中央戦線。司令官は、サウジアラビア人のアプー・ダルAbuDarr。彼はアル・ハ

ラマイン団から派遣された。2000年６月シャリのセルジェンーユルトで連邦軍に包囲さ
れ、ハッターブと合流した。

④ヴェデノ戦線。ハムザットKhamzat、アプー・ヤクープAbuJakub、シルバー・
バサイェフ（2000年10月27日、ヴェデノで戦死)。ハムザットは場所的にゲライェフで
はないと見られる。

⑤東北戦線、ハッタープの副官アプー・ウマルＡｂｕＵｍａｒ。彼は2001年５月31日ヴォ
ルゴグラードでテロを実施。

⑥南西（東南）戦線、司令官ハッタープ。部隊名は「アラブ義勇兵部隊」あるいは「イ

スラム平和維持軍｣。部下として、ラッパニKhalilov,Rappani等の野戦軍司令官を擁
した。2002年３月のハッタープの死後は、アプー・アル・ワリードAbual-Walidが指
揮を執った。アブ－．ダルの部隊、ヴァハ・アルサノフのポルツ特殊部隊が合流してい
る。ワリードも、2004年夏ノジャイーユル卜で戦死。

一方、マスード大統領派（政府軍）は、

①ゲライェフが、グルジア、イングーシェティア国境に兵力を展開した。ゲライェフは

指揮下に17人の野戦指揮官（アミールと称する）を有した。2004年２月ダゲスタンで戦
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②マゴメド・ハンピイェフ国防大臣直属部隊。ハンピイニフは、2001年11月戦死。

③アイダミル・アパライェフAjdamirAbalajev内相の直属部隊（250人)。ノジャイユ

ルト郡のアレロイが根拠地であった。

④ザカイェフZakajevAhmad（2000年８月、ウルスーマルタンのゲヒで負傷)、以後、
海外で活動。1．'

第３節第２項第２次チェチェン戦争でのチェチェン国軍組織崩壊

１投降・捕虜・戦死などによるチェチェン側野戦軍司令官の中立化(32）

①アルサノフ、ヴァハ。副大統領。開戦時はグルジアに滞在、後イングーシに移住して、

軍務には就かなかったので、2001年１月に解任される。以後、カドウィロフ前大統領に

庇護され、アレロイAlleloi村に居住、20005年１月13日チェチェン警察によって逮捕さ

れた(33)。

①モヴサイエフAbuMovsajev、反諜報部隊長、1999年夏戦死

②ラドゥイェフ、1999年12月逮捕され、裁判後刑務所で死亡(38)。

③アルサヌカイェフArsanukajev,Ａｂｕｏドゥダイェフの護衛隊長。2000年４月元連邦

軍に逮捕。マスハドフ大統領に降格を命じられる。

④アスタミロフAstamirovJsa将軍、副首相。2000年２月あるいは５月に戦死。マス

ハドフ派。

⑤ルスラン・アフマドフ、2000年６月逮捕。

⑥ドルガイェフDolgajev,Abdulzhan、ゲライェフの副官、1999年アルグンで死亡。

⑦ハムザトフKhamzatov,Movladi、将軍、2000年４月ゴイトイ村で逮捕。

⑧ハトウイエフKhatujev,Magomed、将軍、2000年１月ヴエデノで重傷。

⑨サイダイェフSaidajev,Mikhail（ムマディMumadi)。将軍、マスハドフの参謀、

2000年９月27日、ウルスーマルタンで逮捕される(39)。

⑩モゴメド･ハンピイェフ。国防大臣、2000年11月ベノイ村で負傷し、引退。2004年３

月部下と共に投降(40)。

⑪ハスヌカイェフKhasukhanovlslamoマスハドフの参謀で2001年にはマスハドフの

代理としてバライェフ、アフマドフとの作戦会議にも出席した。2002年４月逮捕(41)。

⑫パライェフ。2001年６月23日。アルハンカラAlkhan-Kalaで戦死(42）

⑬リズヴァン・アフマドフ、2002年６月29日、グルズヌイ近郊で戦死(43)。また、彼の

兄弟で後継者ゼリムハンZelimkhanも同年９月14日に殺害された(44)。

⑭ハッタープ、2004年死亡。部下あるいはロシア側特務機関に毒殺されたと考えられる。

⑮ゲライェフ、2004年２月、ダゲスタンからグルジア東部に潜入を試みてロシア軍に発

見され戦死。他の野戦軍司令官の密告があったと信じられている。

⑯アイダミロフ、2002年４月30日戦死、待ち伏せ攻撃を受け戦死(45)。マスドフ派

⑰アルサヌカイェフ、2002年５月戦死、マスハドフの参謀総長代理(46)。

⑱パタロフ、将軍、マスハドフ派、2000年４月13日逮捕、６月再逮捕(47)。

⑲ゲリスハノフ、2003年３月段階では戦闘から離脱(48)。
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２脱走行為によるチェチェン政府軍将官の降格・勲章剥奪(49)。

①イプラギム・サイドフ、大佐polkovnik、パチーユルトBachiJurt（出身地、以下同
じ）

②シェイヒ・メジドフShejkhiMedzhidov同上大佐、同上

③レミ・クルチイニフLemiKulochiev、大佐、クルチャロイKurchaloj
④イドリス・ガイポフIdrisGaibov、大佐、同上

⑤シェイヒ・ドゥバイェフDubajev、少佐、同上

⑥マイルベク・ハスハノフKhasukhanov、少佐、同上

⑦ヌン・イダコフNunldakov、大佐、TsatsanJurt

⑧アラシュ・アルサイェフAlashArsajev、大佐、同上

⑨ナスィ・マザイェフNasiMazajev、同上、同上

⑩シャミル・イドリソフShamrldrisov、同上、グデルメスGudermd

⑪トゥルプアリ・タマイニフTurpaliTamaev、同上、同上

⑫サルマン・アブイェフAbujevsalman将軍brigadnyjgeneral、アレロイ。

⑬モヴサル・テミルバイニフ、少佐Major,同上

⑭アプバカル・パンタイェフAbubakarBantajev、大佐、コムソモルスコエ

⑮アプティ・パタロフAptiBatalov、同上、ナウルスキー

⑯イプラギム・テミルバイニフ、同上、アルグン市

⑰アブ・アルサヌカイーブ、同上、グロズヌイ市、第１次チェチェン戦争野戦軍司令官
（上述）

⑱アリ・スルタノフ、将軍、シャリ

⑲イプラギム・フルトゥィゴフIbragimKhultygov、大佐、マフケトゥイMakhtety
⑳ヴアヒド・ムルダシエフMurdashev，Vakhid（典拠。Pyganovoc299)、将軍

brigadnyjgeneral、ノヴォグロズネンスキイ。ノジャイーユル卜の野戦軍司令官

マスハードフ大統領は、国防軍を戦時編成から平時編制に戻すことが出来なかった。有

力司令官は、収入を伴った中央・地方の官職を与えられ、あるいは経済的な利権を与えら

れ、更に非合法な手段で得た収入で、き下の兵員を扶養しつづけた。野戦軍部隊は、軍閥

化したのである。従って、1997年以降は武装集団を野戦軍と呼ぶことにはあまり意味がな

く、元来その集団が正規軍で、指導者にチェチェン国防軍の身分が与えられているか、あ

るいはビジネスマンが元手を軍隊に変換した私兵部隊であるかどうかも、区別する必要の

ないことになった。むしろ重要なのは、大統領に忠誠を誓って予算の支給をうけか、それ

とも反大統領の軍事評議会に参加して、原理主義諸国の財政支援を受けるかこそが、重要

な選択となった。

1999年の第２次チェチェン戦争開戦時、有力な野戦軍指令官の多くは、軍事評議会すな

わち、バサイェフ、ハッタープ派についていた。戦争執行に伴い、マスハドフ派の将軍達

は、戦死や捕虜、方針対立等によって次々と離脱した。テレク川以北をロシア領に残し、

南部だけで独立し、ゲライェフを大統領とするザカイェフの計画以後は、マスハドフ大統

領は軍事的には破綻したといってよいであろう。大統領府は実際のところ時折、大統領令

を発布するだけの存在となっている。

軍事評議会も次々と古参の指揮官を喪っていった。2002年までに、６個の方面軍中、西



部、南部、ヴェデノ司令官が戦死し、中央方面軍は崩壊した。

第３節第３項チェチェン戦争の傭兵化

ロシア人ジャーナリストのアンドレイ・スミルノフAndrejSmirnovは、2003年11月２８
日、チェチェン西部で１人のチニチェン人武装集団の指導者アミール・ラマザンａｍｉｒ
Ｒａｍａｚａｎとインタビューを行なった。ラマザンは、チェチニン人独立派は、全土を３つ
の戦線に区分していると語った。アルグンの西の西部戦線、東の東部戦線、チェチェン・
イングーシの境界である。司令官は其々、ドク・ウマロフDokuUmarov、アプー・アル

ワリード、ルスラン・ゲライェフである(50)。アブー・アルワリードの東部戦線司令官就
任は、2002年のマスハドフ大統領の任命によるもので「公的」なものであった。
ドク・ウマロフは、第１チニチェン戦争の際には知られていなかった人物で、経歴を示

す文章もないが、戦間期に誘拐、殺人などで勢力を扶養した犯罪者集団の頭目であったと
見られている(51)。彼が2004年９月ベスランBeslan事件の責任者であったと言われてい
る。

チェチェン国内においては（北部は除かれている)、独立派の内バッサーフ派は、兵力
として傭兵を導入するに留まらず、僅か２名の戦線司令官中１名をアラブ人に頼っている。
この状況は前述のように2001年には既に見られたことであった。以下に主要な外国人部隊
指揮官について述べよう。

①イプン・ハッタープIbnKhattabo2002年３月毒殺（上述)。

②アブー・アブドゥッラーフ・ジャファルAbuAbdullakhJa'far・パキスタン人で、
アルバドル団のメンバー。ハッタープの資金窓口であった。アラブ傭兵200人を指揮し
ダゲスタンで活動(52)。

③アプー・ダルＡｂｕＤａｒｒ

サウジアラビア人で、アルハラマイン団の一員。2000年６月セルジェンーユルトでア

ラブ人繍兵部隊とともに駐屯していた。2001年５月17日戦死。ただし、トロショフは彼
をワッハープ派チェチェン人とする(53)。

⑤アブー・ウマルＡｂｕＵｍａｒｏハッタープの部下、地雷の専門家、1995年グロズヌイ
に地雷敷設、1998年ロシア軍の兵営を爆破し自ら負傷。ロシアでの爆弾テロを指導し、
2000年５月ヴォルゴグラドの兵舎を爆破。2001年７月11日戦死。ハッタープは後任にア
プー・サイヤフAbuSajjakhを任命したが、彼も11月戦死(54)。後任に2002年１月通
称ウズベクの、オイラヒモフOjbekRakhimovMukhtarovich(KhusejnRakhimov）
が任命された。

⑤アプー・アルワリードAbual-Walido1967年秋、サウジアラビアのナジュラン生ま
れ。国家防衛隊隊員、地雷技術者としてイエメン国境に派遣され、イエメン解放軍の援
助活動に従事、その後士官学校（NationalGuardAcademy）に進学、８０年代にオサ
マ・ピンラーディンを知る。1995年ムスリム同胞団系「アルタンズィームアルハズ」の
特使としてチェチェンヘ来た。ハッタープの副官として活動。2000年夏セルジェンーユ

ルトで連邦軍と交戦。ムスリム同胞団との窓口であったが、ハッタープとの間で資金分
配上の紛争があり、同胞団のグルジア、アゼルバイジャン代表であるアプー・ラピーア
ＡｂｕＲａｂｉａと秘密裏に交渉、ハッタープにとって替わろうとしていた。2004年に死亡
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し、チエチェン妻および兄弟によって確認(56)された。

⑥アプー・ヤクーブAbuJakuboハッタープの側近。2001年９月30日スタールイイー
アタギで戦死(57)。

これらの情報は、ハッターブの国際義勇兵（傭兵）部隊である「イスラム平和維持軍」
の幹部陣が、壊滅状態にあることを示している。

第３節ジャマーアトアミールの出現

前節で、ロシア人ジャーナリスト、アンドレイ・スミルノフのインタビューに応じたア
ミール・ラマザンは、ジャマーアトについて、「神の名において戦っているアミール（指
揮官）に率いられた武装集団であると」説明している。また、各ジャマーアトは最高司令
官から財政的、物質的援助を受けたと説明している。彼は2003年の夏に他のグループと共
に北オセチアとイングーシの町々を除く各地に遠征したが、彼らの目的は、「黒海からカ
スピ海までの地域にIこカリフ国を作ることである」とも述べている。
アラビア語でジャマーアトは、単に「集団｣、「社会」を意味するが、「イスラム教徒の

社会」のニュアンスを待つ場合もある。ロシアでは、モスクの建設維持にあたる地域の信
者団体が、ジャマーアトである。一方伝統的にダゲスタンでは村落の意味で用いられたが、
90年代にダゲスタン西部の３か村が、ロシアに属さないイスラーム教徒のジャマーアトで
あると宣言するに至って、この言葉は俄かにワッハープ派的ニュアンスで理解されるよう
になった。チェチェンでも地域のワッハープ派が、周囲の伝統的イスラーム教と違うワッ
ハープ派の儀礼に従う信仰団体を形成するようになるが、このこと事態はワッハープ派の
撲滅を主張するカドウィロフ大統領の支配地域では秘密にしなくてはならないが、ロシア
軍に聖戦を宣言する指導者に従っていればなおさらである。

ジャマーアトについて、ジニマルOrkhanDzhemalは「ムスリムは宗教的共同体を持っ
ていて、キリスト教では教区と呼ばれるものである。それがジャマーアトと呼ばれている．
擁するにイスラム教になれていないロシア人の耳には奇異にきこえるのである。『ワッハー
プ派の陰謀に対する刑事事件』にあるようになにか秘密組織を指して用いられるのである」
と述べているが、明らかにこれは、アミール・ラマザンの「共同体」について述べてい
る（58)。

このアミール・ラマザンは安全上の理由から、姓と居住地を述べていないが、２００１年１
月にロシア当局によって逮捕されたアルグンのアミール、ラムザンRamzanKhatajev(59）
は、時間が前後するので同一人ではないであろう。次に関連情報の中から、ジャマーアト．
アミールの記事を列挙する。

'1

①2004年８月アルグンではアブカリモフAbukanAbukarimov通称ゲラティGeratiに
率いられたジャマーアトの戦闘員６名が、チェチェン内務省職員によって射殺された
（60)。

②2003年12月31日、グロズヌイ近郊のゴイトゥイGoity・ジャマーアトに属する、３０歳
のサピイェフ,mranSabijevがグロズヌイで警官に射殺される(61)。

④２００３年11月10日、グデルメスの南の村、アヴトゥリAvturi・ジャマアト所属の戦闘
員３名が警官を射殺(62)。
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⑥シャリ郡で地元のジャマーアトのアミール・サピイェフSabijevが逮捕される(63)。
⑦2004年５月南部山地のウルスーマルタン・ジャマアトの指揮官ウダイェフTaus

Udajevが警官によって殺害される(64)。

⑧連邦内務省のＨＰ（2004年10月15日付）にグロズヌイの南ノーヴィーアタギ（通称ア

タギ・ジャマアト）の活動が報告されている(65)。

⑨グロズヌィの南でノーヴィーアタギに接するスタールイイニーアタギのジャマーアト

に所属する兄弟が、アラブのコレイシュ部の家系を誇るサリホフSaidPashaSalikhov

を殺害(66)。スタールイイェーアタギはヤングルピイェフ元大統領の地元である。

⑩グロズヌイ南西のアルハンーカラAlkhanKakaにもジャマーアトが存在する(67)。

⑪更に、2002年グロズヌイ市のオクチャプリ区ジャマーアト・アミール、パシュタロフ

MuslimBashtarovが隠したと見られる武器が押収された(68)。
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これらの地域はグロズヌイより東南から西南部にかけた平野部農村地域で、都市部を除

くけば最も人ロ稠密な地域である。けして、山中に逃亡したゲリラ部隊ではない。彼らは

自宅に居住し、アミールの指示がある時にだけ武装して、軍事作戦に従事するものと思わ

れる。このように、ジャマーアト単位よる戦闘集団は、動員の形態において野戦軍方式の

軍事組織とは全く異なったものである。これらの地域はスタールイイェーアタギがヤング

ルピイニフの出身地、アルグンはゲライェフの本居地、アルハンーカラがバライェフの根

拠地などワ・ハープ派系野戦軍司令官タイプとジャマーアト・アミールタイプの人々をつ

なぐタイプの人々と関わりの深い地域であった。数年前からジャマーアト組織の形成が始

まっていると見られるが、問題は375におよぶチニチェンの村や町のいくつにここに述べ

るような戦闘的ジャマーアトが組織されているかということである。一旦このようなジャ

マーアトが作られれば、かってシャリーア防衛隊（隊長Mezhidov）員であったというア

フマド・ダライェフAkhmadDalajevは「もし個人が加われば、武器を与えられて、一

兵卒になる。何人かを連れてくれば、無線機、オフロード車、全員に武器を与えられる。

自分の集団のアミールつまり司令官になる。我々は月平均100から300米ドルを貰っている」

と述べる。ダライニフは、ここで言うジヤマーアトの機能を雄弁に述べている(69)。誰か

彼かの野戦軍司令官の部下であるか、それともジャマーアトの一員であるかは、明確に区

別されているようであり、例えば上述のパライェフは「彼はジャマーアトには属さず、彼

と地元のチニチェン人傭兵ワッハープ派との関係は形式的で、貴方、私達であった」(70)。

独立派メディアの戦闘報告では、組織地域は不明なものの、明らかに野戦軍指揮官とは

異なる集団であるアミールに率いられる部隊の活動が主張される。その１人アミール・ア

ダムａｍｉｒＡｄａｍ本名アダム・ウマラトフUmalatovは、ジュンドゥッラーフ部隊の指

揮者であった(71)。同じく、ヤルムーク・グループのリーダー、ムスリム・アタイニフ

MuslimAtajevが、アミール・ヤルムークとしてグロズヌイ周辺で活動していたが、２００５

年ナリチクで殺された。彼はカパルデイノーパルカリアのジヤマーアトに属していた(72)。

北コーカサスの諸地域には、チェチェンと同様の方式で作られた、しかし、信者数の関

係で地域的に大きな規模のジャマーアトが存在する。ダゲスタンには「ジェンネット（天

国)｣、「シャリアト（神法)｣、イングーシ人の「ハリフアト（カリフ国)｣、ノガイ人の

｢ノガイ・ジャマーアト（別名ノガイ大隊)」などが自国内外で活動している。このような

ｌｉ’Ｐ１

Ｉ.!'

,トー:１．０

｡■11

＋６

し－



●

民族的あるいは共和国規模のジャマーアトの起源は第１チェチェン戦争時にハッタープが

設立したワッハープ派神学校「カフカース」にあるといわれている(73)。国軍系、私兵集

団系、外国人志願兵などに次いで、それらが連邦軍の攻撃によって壊滅的打撃を被った後、

地域的グループによる戦闘集団が現れたのである。

結論

１第１次チェチェン戦争期の野戦軍司令官はほとんどが、ソヴィエト期に赤軍、内務省、

警察などの組織に所属した経歴を持つ人々である。

２中にはゲライェフなど正業に就いた経歴がないか、ほとんどない人々が含まれる。

３第１次チェチェン戦争以来の野戦軍司令官は、第２次チェチェン戦争では、開戦より

ほぼ１年で、戦死、逮捕、投降し、その欠はアラブ義勇兵で埋められた。

42002年頃より、野戦軍司令官ではなくアミールと呼ばれる現地人戦闘指導者の名前が

多く見られるようになる。彼らはグロズヌイ南郊の平地部農村出身者で、世代的にはソ

ヴィエト期の文化とも近代的教育とも無縁の人々であると考えられる。これはターレバー

ン政権下のアフガニスタン同様にチェチェン社会の反文明化を示すもので、チェチェン

とロシアとの関係がどのような方向のものになろうと、将来のチェチニンとロシア社会

の重荷になると考えられる。
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